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え

‥

日

日
本
列
島
が
記
録

的
な
大
雪
に
見
舞
わ

れ
る
な
か
、

県
北

の

奈
義
町
で
２

，
‐１

日

本
原
集
会
を
開
催
し
た
。

自
衛

隊
演
習
場
が
広
が
る
那
岐
山
麓

一
帯
は
雪
雲
が
白
く
隠
し
、

小

雪
が
舞
う
寒
さ

の
中
、

市
民
団

体

・
労
組

・
政
党
な
ど
２２

団
体

３
０
０
人
が
参
加

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
基
地
撤

去
共
闘
会
議

の
宮

日
好
夫
議
長

（
社
民
党
岡
山

・
代
表
）

は
、

「
安
僧
政
権
は
、

改
憲

で
戦
争

で
き
る
国
に
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
。

沖
縄

・
岩
国

の
基
地
機

能
強
化
、

日
本
原
で
の
米
軍
単

独
訓
練
な
ど
、

力

の
対
決
は
さ

,.1高ヽ

ら
な
る
悲

劇
を
も
た

ら
す
も

の
で
し
か
な
い
」

と
、

日
米
軍
事
力
強
化

の
動
き
に
警

鐘
を
な
ら
し
た
。

１
０
０
０
人
委
員
会
共
同
代

表

の
奥
津
亘
弁
護
士
は
駆
け
出

し
弁
護
士

の
頃
か
ら

の
関
わ
り

の
歴
史
を
述

べ

「
戦
争
だ
け
は

加
担
し
な
い
よ
う
に
、

み
ん
な

の
力
を
」

と
訴
え
た
。

現
地
報
告
に
続
き
、

恒
例

の

大
声

コ
ン
テ
ス
ト
に
社
民
党

の

池

田
さ
ん
も
参
加
、

寒
さ

の
中
、

社民党全国連合は2月 24～ 25日 、全国大会を開催。県
連合 ・宮田代表、代議員 ・試本、女性 ・池田の3名 が参加。
大会は、新党首に叉市征治氏 (前幹事長)、 幹事長に吉川元
氏 (福島みすほ ・副党首、照屋寛衛 ・国対委員長は留任)な
ど新執行部を選出。安倍政権の改憲をめぐる動きなど、かつ

てない情勢のなか、改憲発議ス トップ、統一自治体選挙、
19年 参院選など、平和の要石として社民党の果たす役割に

全力を上げることを確認しあつた。 詳 細別途報告 (武本)

【追悼】

党県連合活動 日誌
2/3 総 がかり行動 岡 山マツキヨ前
2/10 党 県常任幹事会
2/11 日 本原基地撤去集会 (奈義町)
2/13 新 報読者会
2/14 全 国自治体議員団総会 (宮日)
2/19 総 がかり行動 (マツキヨ前)
2/23 日 本と南北朝鮮との反好講演会
2/23 時 事問題懇話会
2/24～ 25 党 全国大会 (3名参加 :東京)
2/25 野 党共闘 ・共産党県党会議 (野崎)
2/26 4区 支部衛宣 ・ビラ配り行動
2/27 岡 山地区労香闘結成総会 (試本)
2/28 党 定例街宣 マ ツキヨ前

元
気
に
響

い
た
。

集
会
は

「
米
軍
単
独
訓
練
受

入
れ
は
基
地

の
拡
大
に

つ
な
が

り
、

周
辺
住
民

の
安
全
を
脅
か

し
、

容
認
で
き
な
い
」

と

の
ア

ピ
ー

ル
を
採
択
し
た
。

２

・
‐１

集
会

で
会
場
と
な

る
日
ん
ぼ
所
有
者

の
鷲

日

正
見
さ
ん
は
、

今
年
も
お
元
気

な
姿
を
見
せ
て
い
た
が
、

当

日

夜
に
突
然

の
ご
逝
去
と

の
報
を

受
け
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

全
国
か
ら
反
基
地
、

名
護
市
長

選
、

脱
原
発
、

公
共
交
通
、

格

差

・
貧

困
、

高

齢

者

の
孤

独

支

　

　

毎

月

３

日
と

１

９

日

の

勧
創

援

な

ど
、

幅

広

い
分

野

か

ら

の

　

「
戦

争

法
」

廃

止

行

動

を

口
首

む
新
自
由
主
義

。
新
保
守
主
義

の
対
向
軸
は

「
平
和

・
自
由

・

平
等

・
共
生
」

の
社
会
民
主
主

義
だ
。

全
国

の
仲
間
が
結
束

・

琶
起

し
、

国
民
か
ら
信
頼
さ
れ

選
択
に
値
す
る
社
民
党

の
再
建

・
再
生
を
め
ざ
そ
う
と

の
力
強

〈
『
い
却

錦
抑

申
嘩
帥
中
”
中
車

発
内
に
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
は
手

つ
か
す
だ

▼
年
明
け
に
資
源
ご

み

に
出
す
新
間
を
整
理
中
、

古
い
ス

ク
ラ
ツ
プ

の
な
か
に
、

あ

の
東

日

本
大
震
災

・
原
発
事
故
か
ら
１
年

後
、

２
０
１
２
年
３
月
１
日
付

の

紙
面
を
見

つ
け
た

▼
当
時

の
原
発

事
故

の
大
き
さ
、

深
刻
さ
が
よ
み

が

え
つ
て
き
た
。

第

一
原
発
以
外

に
も
、

第

二
、

女
川
、

東
海

の
各

原
発
が
爆
発
し
た
第

一
原
発
と
紙

一
重
だ
っ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る

▼

「
津
波
予
想
４

・
９

ｍ
を
県

の

予
想
変
更
に
沿
っ
て
震
災
直
前
に

６

・
ｌ

ｍ
の
壁
が
完
成
、

５

・
４

ｍ
の
津
波
か
ら

７。

Ｃｍ
の
差

で
冷
却

ポ

ン
プ
を
守
っ
た
」

東
海
）

▼
あ

れ
か
ら
８
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
が
同
紙
面

（
朝
日
）

に
は

「
福
島

の
教
訓
を
末
来
に
生
か
せ

る
か
」

「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か

で
は
な
く
、

ど
う
す
る
か
」

と
あ

る

▼
原
発
再
稼
働
や

「
核

の
ゴ

ミ
」

の

「
や
ら
せ
」

が
明
ら
か
と
な
る

な
ど
、

果
た
し
て
福
島

の
経
験
が

生
か
さ
れ
て
き
た

の
か

▼
私
た
ち

は
忘
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
生
き

て
い
け
な
い
が
、

忘
れ

て
は
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

　

（
の
）

ン
ン

ン

ヽ

配

大
会
県
代
表

・
宮

田
好
夫

　
憲
法
改
亜

今
後

の
党

の
命
運
を
決
す
る
　
活
憲
運
動
を
全
国
で
展
開
　
・

大
変
重
要
な
大
会
と
な
っ
た
。
　
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。　
様
朕

雑義倉雷釜墓品
会 し 末 題 2 者

花係e筆逃 会
会 人 1会 1
館 歓 8L 8

迎 時   時

ご
案
内

火葬揚裁判 判 決   ‖ ス トップ戦争法総がかり
後～ 弁 護士会館報告会|13/28 党 定例街宣

:30～   ‖ 3/19 18:00～

新火葬場問題を者える会‖岡山駅東ロ マ ツキヨ前

14:00国 際 女 性 テ
ー

講演 私 のメディア論500円
東京新間記者 望 月衣塑子
岡山勤労者福祉センター5F

13・ 11
3/10 1

」

3/10 石 山公園10iOO
13:00～ パプテスト教会
おかやま実行委員会

13:30-16:00

9条問題をきえる ・講演
柳澤協二氏
岡山弁護士会館


